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Ⅰ はじめに 

  分科会基調は、討議課題をもとに提案された。 

  協力者から、分科会をとおして、「部落問題をは

じめとするさまざまな人権問題の解決をめざす

教育をどう創造しているか」ということを大事に

しながら、事実と実践に基づく討論を進めてい

きたいことを呼びかけ、討議の柱を確認し、報

告・討論に入った。 

 

Ⅱ 報告及び質疑討論の概要 

  ―報告１―⑥ 

  クラスが心地よく過ごせる 

居場所になることを願って  （高知県人教） 

 ―主な質疑と意見― 

兵庫 ４歳児における課題や注意していることは？ 

報告者 気もちではなく、知っている言葉で言って

しまうことがあり、言葉がたりないことがある。友

だちとのかかわり方を丁寧に知らせていくことや、

集団活動が本格化する前に、保育者がモデルとな

ってスキンシップなどを行っている。 

福岡 レポートは６月の姿だが、今の姿は？これか

らどう取り組んでいきたいのか教えてほしい。 

報告者 当初は B が A の上に立っていると感じて

いたが、自分のしたいことを本音で伝えるなど、互

いに肯定的にとらえることができるようになって

きている。自分のしたいことが楽しいと感じられる

ようにしていきたい。 

協力者 保護者とのやりとりを詳しく教えてほしい。 

報告者 A は新しい保育所で友だちの名前を覚え

づらいと感じたので、保護者に伝えたところ、前の

保育所でも２～３人だったと聞いた。手遊びを使っ

て、身近にいる友だちの名前を覚えるようにした

ところ、家でもその歌を歌っていると聞き、一緒に

成長を喜ぶことができた。B は A 以外の友だちと

遊べているか、保護者も心配していた。保育所での

様子を保護者に伝え、保護者からも家でＡ以外の

友だちの名前を出してもらうなど、丁寧にかかわ

ってくれている。 

三重 レポートからは、ＡやＢの姿から推測する表

現が多いと感じた。それぞれの遊びの経験や思い

などをくみとるための手立てなどあれば教えてほ

しい。 

報告者 その言葉や行動の背景にある思いを保育

者が代弁することで、共有するようにしている。昨

年と比べると大きな成長を感じている。 

高知 同じ保育所の職員。４歳児ならではの葛藤経

験がある。保育は毎日の繰り返し。子どもの姿を見

ながら、言葉を聞きながら一緒に過ごすことを大

切にしている。 

協力者 私は小学校に勤務しているが、この会場に

もいろんな立場の方がいる。自分の実践やご自身

のことと重ね合わせて、ご意見をいただきたい。 

福岡 私は小学校で勤務しているが、この報告のよ

うに就学前で一人ひとりと丁寧にかかわっている

から、小学校でのびのびと生活できていると思っ

た。心地よく過ごせる場所にするために、心がけて

いることがあれば教えてほしい。 

報告者 子どもの発信する言葉や行動をオーバー

でも肯定的に認めて声をかけている。 

三重 ＡとＢの立ち位置では、Ｂの方が上と思って

いるか、それとも逆と思っているか。 

報告者 ４月はＢが上というか、Ａはしたいことが

あってもあきらめてＢに合わせているという姿が

あった。ＢはこうやったらＡがしてくれるというの

があったのかもしれない。ＢもＡもやりたいことが

自分の意思でできるようかかわっていった。 

三重 そこに至る対等に言える関係性になるまで、

どうかかわられていたか、知りたい。 

報告者 無理に遊びに誘うのではなく、保育者から

さりげなく誘うことを意識していた。ＡやＢに限ら

ず、一人ひとりに気持ちを聞いて相手に伝えるよ

うにしている。 

福岡 Ｂの他の子どもとの関係性は？ 

報告者 Ｂはアレルギーの関係から、食事をみんな

と別テーブルで食べることがあったが、保護者とも

相談し、みんなと机をつけて食べる時間を増やして

いった。それからＡ以外にもスキンシップをとるよ

うになり、最近はＡ以外の友だちと遊ぶ姿も広がっ

ている。 

協力者 「居心地がいい」という言葉は、私たちは

なかまづくりの中でたくさん使うが、「どういう姿

が居心地がいいのか」「どういうなかまが居心地が

いいのか」という中身を問うことが必要ではない

か。また総括討論の中でもご意見をいただけたら。 

 

―報告２―⑤ 

  「おじいちゃん おばあちゃんにあいたいな」 

（愛媛県人教） 

 ―主な質疑と意見― 

福岡 交流活動を２０年以上続けられているが、２

０年前の一番最初に行こうとした時の思い・願いは

引き継がれているか、それを全職員で共有してい

るか。 

報告者 施設創立の時はいなかったが、保育２２年

目で、交流の様子は見てきた。最初は招待したのが

始まりと聞いている。一方的な交流とならないよ

う、一緒に進めている。園全体では思いを共有し、

全職員でアイデアを出しながら、大切なものとして
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継続している。 

大阪 この交流を通して、自分の祖父母や身近な高

齢者とのかかわりが変わったエピソードがあれば

教えてほしい。また、打合せの時、ホームのスタッフ

とされたのか、当事者の声を反映されているか教

えてほしい。 

報告者 交流で歌った歌を、自分の祖父母にも歌っ

たことを聞いている。打ち合わせではスタッフの方

と、利用者の方の様子を聞きながら行っている。直

接聞けない方もいるが、ホームで普段している手

遊びやぬり絵など、一緒にできそうな内容になる

よう工夫はしている。 

大阪 職員間で一緒にやっていくための意識の確

認や取組の継続について、また先生方の普段の声

かけなどについて教えてほしい。 

報告者 この園では職員の異動はなく、他のクラス

の様子も分かる。連携をとってアイデアを出してい

る。子どもたちの声を受け止め、形にしていくとい

うことは心がけている。 

大阪 交流会後、子どもたちどうしや、ゆう君をは

じめとするその他の子どもたちとのかかわりはど

のように変容したのか。 

報告者 自分が大切にされるという経験を通して、

友だちにも優しく声をかけるようになったなどの

姿がある。交流では本当に喜んでくれるので、子ど

もたちもあったかい気持ちになり、私たちはうれし

い気持ちになる。 

三重 肯定的な出会いをなるべく小さいうちにい

ろんな立場の人とさせることで、差別を見抜く力に

もつながっていくと思う。反対にマイナスな出会い

をしてしまうと、知らず知らずのうちにひとくくり

にしてしまう怖さもある。 

香川 近くの施設を何度も訪問することで、「いつ

もいた〇〇さんがいない」などの場面に直面する

ことがあったか、またそのような場合に先生はどう

とらえて伝えていったのか。 

報告者 訪問した時に、どう対応するか、想定して

どう声をかけるか準備をして行った。「〇〇さんが

いない」という場面は実際なかったが、子どもたち

はどんなことを喜んでくれたかは覚えていて、「今

度またこの歌を歌おう」などという姿は見られた。 

愛媛 ICT やタブレット等をどのように活用したか。 

報告者 園と施設でオンラインで交流した。 

愛媛 ゆう君の成長は想定していたものか。またよ

り大きな成長のために気を付けていたことがあれ

ば教えてほしい。 

報告者 ホームとの交流だけで成長したわけでは

ない。誰一人取り残さない保育を心がけ、その子の

好きな遊びを取り上げて行うことは多い。それで

自信をつけ、卒園してから作ったものを持ってきて

見せてくれたこともあった。 

協力者 幼少期からいろんな立場の方と出会う機

会をつくることで、高齢者を弱者とみるのではなく、

子どもたちの純粋な思いやり・優しさを伸ばしてい

くために育てていくことの必要性が確認された報

告であった。 

 

―報告３―⑦ 

  「お父さんみたいになりたい」  （大阪府人連） 

 ―主な質疑と意見― 

三重 A の保護者が、「おれから話すわ」と言ったの

は、どのような話であったのか。 

報告者 後日、A が元気な姿になっていたことを保

護者に伝えた。その時に、「たぶん話してくれたと

思うけど、それをきっかけにがんばっています」と

伝えた。A は保護者から心配してもらって、またが

んばろうと思えたのではないか。 

香川 子どもだけでなく、地域や保護者もまきこん

だ学習の場がある。そのような場をどのようにつ

くってきたのか。また、C に対してのまわりの見方

やつどいの活動後の変化などがあれば教えてほし

い。 

報告者 地域の方からも声をかけてもらい、教職員

も保護者も活動に参加している。そこに子どもたち

もいて、一緒に活動している。C はとてもしんどい

様子で、大人に対しても突発的なことが処理でき

ずぶつかることがあった。しかし、まわりの生徒は

「そんなこともあるけど、優しいやつやねん」という

見方をしており、Cのことを思う学年の姿がいい雰

囲気であった。C はそれから体育大会でも太鼓を

たたく役に立候補するなど、応援してくれる存在が

C の変容につながったと思う。 

三重 なかまとともに人権学習をし、真剣な姿に言

葉を返す、まさになかまづくりの実践であった。Ｃ

に対してなかまから声を返す姿などあったか。 

報告者 ３年では自分のクラスではなかったので様

子が分からないが、思いを語る場はＣ自身も大事

にしている。点検デーでは、みんながＣを呼びにい

って大事にしているし、Ｃもなかまのことを大事に

思っている。 

兵庫 修学旅行の全体学活について、自分にはそ

のような経験がないので、詳しく教えてほしい。 

報告者 クラスで思いを語り合う場は学年で毎学

期時間をとっている。教職員としても、語れる、語

ってもいいという雰囲気をつくることを大事にし

ている。修学旅行では、長崎の語り部さんから話を

聞かせてもらったことをきっかけとして、「自分の

思いも伝えてみないか」と伝えた。その中で、自分

の性に違和感がある生徒が語ったことがあった。

「この学年やったら聞いてくれそうやから、話そう

と思った」と教えてくれたが、私たちもびっくりした。

受け止められる雰囲気が学年にあったのだと思う。 

兵庫 自分が話したいテーマで話すのか。 

報告者 自分が悩んでいることなど話しができた

らうれしいと伝え、輪になって話している。その思

いに対して返したい子はいるかと聞いたり、サポー

トしたりしている。 

神奈川 日頃からどんな言葉がけをしたり、何を大

切にしたりしているのか。また、地域の差別につい

ては繊細な内容が多く、どのように扱ったらよい
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か悩んでいるが、どこまでどのように扱ったのか。 

報告者 コミュニケーションを大事にしている。先

生が見てくれている、気付いてくれるというのは信

頼関係につながると思っている。また、知らないこ

とが一番差別のきっかけになる。正しいこと、何が

あったのかを「知る」ことから始めることを大事に

している。 

神奈川 それは一般的な内容なのか、この地域に

はこんな差別があるという内容なのか。 

報告者 もちろん一般的な内容も行う。部落問題学

習では、まちたんけんなどで、がんばっている人な

どにインタビューをしたり、新聞をつくったりして

いる。その中で、これだけあったかい町やねんなと

感じたところから学習が始まると思っている。 

三重 人権学習が校内で確立されているが、その

中学校でずっとされているのか、先生自身が広げ

たのか。 

報告者 私ではなく、中学校としてやってくれてい

る。自分も赴任してから自分自身が知らないこと

が怖いことだと思い、地域の学習会に参加し、「こ

ういうことを大事にしてるんや」と理解しながら、

今あるものに自分の思いをのせて実践している。 

兵庫 報告を聞いて、この場に来てよかったとつく

づく思う。自分の思いや弱みを言える学年や人権

教育の基礎をつくられていることに敬意を表して

話さずにはいられなかった。 

三重 ＡやＢが地域学習のインタビューで差別を受

けていることにショックを受けたとあったが、これ

までに保護者などと事前に営みがあったのでは。 

報告者 もちろん、施設や保護者と深いつながりが

あり、今のＡとＢなら話しても大丈夫、もっと強く生

きていってほしいという思いをふまえて、しっかり

と事前準備を行ったうえで実践している。 

大阪 中学校を卒業した後、どうするのかとういこ

とを大切に思っている。知ることは大切だが、その

後どう行動できるか考えないとつながっていかな

い。性についてカミングアウトした当事者の子を支

えるような行動化の取組について教えてほしい。 

報告者 その子も震えて涙を流しながら語った。終

わった時、みんなが集まって「話してくれてありが

とう」と抱きしめている姿があった。なかまづくり

は、なかまのままで終わってはいけない。外に巣立

たせていかなければならない。しんどい時に助け

てと言える力が３年で育った。それは意識して取り

組んだ。 

大阪 性に違和感のある子、それはこの世の中の

社会構造の仕組みがそうさせてしまっている。修

学旅行でも入浴や着替え、班分けなどの場面があ

るが、そこに気付けるかどうかが大切。 

報告者 帰ってきてから、もう一度ジェンダー平等

や生きづらさなどの話をした。 

協力者 報告の中で、自分たちの困り感をなかま

どうしで共有して支え合っていくことができるとこ

ろまでは実現したが、それをどういうふうに解決し

ていけるのかを学校も子どもたちもどう考えてい

けるのかという提案をいただいた。 

 

〇１日目の総括討論 

鹿児島 「心地よく過ごせる」というのは、B さんに

とってどういう状態であったか。 

報告者（高知） 特定の友だちがいる空間だけでは

なく、クラスそのものの中で、思いが通ったり、受

け止められたりする場所になってほしいという願

いをもってかかわってきた。取組の中で、代弁者に

なったり、一緒になって活動したりする状態が、受

け止められるとういきっかけになっていったと思

う。 

神奈川 報告にあった A、B、C 以外の生徒の様子

はどうであったか。声かけやかかわりなどあれば。 

報告者（大阪） 総合や人権学習の中で、子どもた

ちの声を拾えたら、翌日学級通信で返すようにし

てきた。応援してるよという声など共有できたと

思う。 

愛媛 公立の学校では異動もあり、教職員が同じ

熱量で取り組むことが難しい場合もある。次世代

にどう熱い思いを伝えていくのか。 

報告者（大阪） 自分の熱量が合わないこともある。

だからこそ、違う人の考えも知れる。一緒にやる中

で、自分はこういう考えを大事にしていると伝えて

いる。 

報告者（愛媛） 一人ではできない。園のチームワー

クを大事にし、相談しながら取り組んでいる。 

報告者（高知） 職員室などの何気ない話をしてい

る中で、大勢の人の中では言えないことも少ない

人の中では言えることもある。 

神奈川 日々のコミュニケーションが大事と改めて

考えた。背景をとらえていくことは大事。どのよう

な状況が、居心地がよいのか。自分の学校でも職

員全体で考え、取り組んでいきたい。 

大阪 今、報告者の中学校にこどもたちが行く小学

校に勤務している。明るい展望をもって取り組むこ

とが大切。この生き方がかっこいいなというロール

モデルがあることも大事。就学前、中学校と連携し

ながら小学校でも積み重ねていきたい。 

大阪 当事者といい出会いをすることも大事だが、

その理解者とも一緒に出会わせることも大事。報

告にあった A はお父さんという理解者がよきモデ

ルとなり、さらにレポートの中で、自分自身との出

会い直しという言葉も出てきて、参考になった。 

滋賀 受け止めてもらえるなかまがいることは大

切。現在、就学前で勤務しているが、小・中とどう成

長していっているのかがよく分かった。０歳児は、

言葉はないが、こんなふうに思って泣いているの

だなと考えてくれる安心できる大人とのつながり

も大切だと思う。 

大阪 ３本の報告や質疑から、当事者性について考

えさせられた。ちょっとした言動の裏にあるくらし

や背景を一緒に活動する中でみとることの大切さ、

さらにその向こう側にある差別構造や不条理さな

どをみとることが人権教育のスタートになる。A の
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保護者にしゃべりたくないことをいつまでしゃべら

せるのか。差別があるから話さざるを得ない。この

ことは全国全ての学校・園・所で考えていかなけれ

ばならない。 

大阪 今日は来てよかった。人権教育が深いことを

改めて感じた。 

大阪 報告者の後、人権担当として赴任した。出会

いの場をたくさん設けているが、出会う前にしっか

りした取組を行うようにしている。また、その出会

いの中で、かっこいい生き方、反差別の生き方にふ

れさせ、あかんことはあかんも大事だが、それより

もあの人の生き方っていいよねという出会わせ方

をしていきたい。 

 

〇１日目のまとめ 

高知県からは、「クラスが心地よく過ごせる居場

所になることを願って」という報告をしていただい

た。遊びの中での子どもの言動から、その背景にあ

る不安や苦手なこと、葛藤を丁寧に見取り、子ども

たちをつなぎ直していかれた。子どもたちがクラス

の中で、お互いにやりたいことが安心してできるこ

と、自分の言葉がちゃんと受け止められること、そ

してその喜びを感じられることが「居心地のいい、

安心できる居場所」なのだと語られた。 子どもた

ちが心地よく過ごせる対等で安心できる居場所は、

自然発生的にできるというものではない。子ども

たちの背景にあるものや本当の思いを読み取り、

時に見守り、時に代弁しながら子どもたちをつな

いでいくことの大切さが確かめられた報告だった。 

愛媛県からは、「おじいちゃん、おばあちゃんに

あいたいな」という報告をしていただいた。 人と

人との関わりの大切さを保育の中心に据え、園内

だけではできない様々な交流を大切にしてこられ

た園では、コロナ禍で途絶えていたグループホーム

の高齢者との交流を再開させた。プレゼントや手紙

を渡したり、一緒に遊んだりする中で、集団生活や

友だちとの関わりが苦手な子が積極的に活動した

り、言葉の不自由な高齢者や認知症の高齢者とも

変わらず関わったりするのは、「何かしてあげたい」

という一方通行の「思いやり」ではなく、おじいちゃ

ん、おばあちゃんからも大事にされたという双方向

の、「人と人とが大切にし合うということ」を子ども

たちが学んでいるからではないだろうか。またそ

れは、高齢者を「弱者」と捉えない人権感覚でもあ

る。私たちは、このような「交流」も人権学習として

考えなければならない。なぜ「交流」させるのか、子

どもたちにどんな力や仲間とのつながりをつくっ

ていくのか、社会問題や人権課題としてどんな思

いをもって取り組むのか、子どもたちにつかませ

たいことや、自分や身近な存在に重ね、考えさせた

いことはどんなことなのかなど、しっかり話し合う

必要がある。 

大阪府からは、「お父さんみたいになりたい」と

いう報告をしていただいた。差別を許さない生き

方を学ぶ地域学習で、ＡはＢと一緒に、現在も残っ

ている差別について知り、驚いた。地域の人の思い

を知り、ＡとＢは「この地域が好きやから」と、さら

に前向きに活動に取り組むようになった。また、保

護者からの聞き取りで、Ａは、部落差別と向き合い、

反差別の生き方を語る父親に「お父さんみたいに

なりたい」という誇りをもち、「仲間」にこだわって

いった。 

討論では、地道な仲間づくりの取組や小学校か

ら積み上げられてきた人権学習が、しんどいことや

自分の思いを「この仲間なら」と安心して出し合え

る反差別の仲間づくりにつながることが確かめら

れた。また、部落問題について正しく知ることが差

別をなくしていく力になり、知った後、どう行動し

ていくのかが大切だというご指摘もいただいた。

このような取組をするには、私たち自身が差別の

現実や保護者や地域、当事者の思いや願いを受け

止め、自分の課題としてどう取り組むのか、その立

ち位置を問うことが大切である。またこのような部

落問題学習や反差別の仲間づくりは、部落があっ

てもなくても行わなければならないということも

確認された。 

 

―報告４―⑧ 

  「こうであるべき」から「これもいいやん」への変

換～しずなとの出会いをとおして～ 

（大阪市人教） 

 ―主な質疑と意見― 

大阪 父との関係性が変わってきたが、どのような

ことが改善されたのか。また、しずな以外のまわり

の子たちへの声かけはどのようにしたのか。 

報告者 父と話をする中で、父自身も子どもたちの

大切さに気付き、これからがんばると教えてくれた。

それから学校にもよく来てくれるようになり、父と

私がつながっているということが、しずなの中で大

きかったのではないかと思う。また、まわりの子た

ちへは、年間を通して、いいところや苦手なところ

があることはみんなも同じであることを伝えてい

った。また、とにかくがんばっていたらほめるとい

うことを繰り返した。全部受け止めてもらえるとい

うことが安心感につながったと思う。 

滋賀 父と母のけんかを見ていることは面前ＤＶに

つながると思うが、関係機関との連携など、組織的

にどのように対応したのか。 

大阪 報告者の学校長で当時教頭であった。関係

機関と何度もケース会議を重ねるなど連携してい

た。本人はなかなか自分の本音を言わなかったが、

特に養護教諭のかかわりは大きかった。 

大阪 当時、入学の際、教務主任をしていた。就学

前からの引継ぎは何度も行った。入学してからは

学校全体で話し合って、かかわっていった。 

三重 子どものがんばりを認める環境は、大きな人

権の授業の中での取組でできたのか。他の児童ど

うしのつながりがすでにあって変わったのか。もう

一つは、先生の生き方が少しずつ変わっていくレポ

ートであったが、これまで完璧じゃなきゃいけない
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と思っていた自分をつくってきたのは何だったと

思うか。 

報告者 本をよく読んで読み聞かせをしていた。そ

の中でいろんな子がいるんだよという本もたくさ

ん読んだ。保育所から同じ子が多く、つながりは強

かった。そのまわりの子とのつながりも意識してい

ろんな友だちがいるんだよということは伝えてき

た。 

自分の尊敬している両親から、ルールはみんなの

ためやから守らなあかんということを小さい頃か

ら言われてきて、自分も正しいと思ってきた。それ

ですてきな出会いやいい思いもしてきた。だから

そんなふうに自分がつくられていったのだと思う。 

三重 目の前の事象だけでなく、卒業する時に、こ

んな力とつけたいという、まわりの子も含めての

変容もあれば教えてほしい。 

報告者 以前の自分なら、「ルールを守れる人」と

答えていたと思うが、今は、「誰かとつながれる人

であってほしい」と思っている。それが大きな力に

なると考えている。 

三重 父はしつけと思ってやっていたことが、結果

子どもを傷つけていたことに気付いたとあったが、

その思いは子どもに伝えているのか。また、父自身

も幼い頃に虐待を受けて育ってきたのか。 

報告者 父も、どうしたら子どもに愛情が伝えられ

るのか、悩んでいた。父に相談を受けながら、愛情

の伝え方などを提案したり、学校であったことを伝

えて家で声かけを促したりした。父も「家でやって

みたで」「ほめたで」というふうに協力をしてくれて

少しずつ行動が変わっていったのだと思う。父自

身のことは、分からない。 

兵庫 他の教職員との連携はどのようにしたのか。 

報告者 一番悩んだ。入学当初は教職員個々に受

け止めていた。一時保護の間に、我々自身も反省し、

方向性を合わせていかないとゴールが見えないこ

とに気付き、学校全体で話し合って連携していくこ

との大切さを改めて確認した。 

徳島 将来この子が幸せになることと、今幸せでい

てほしいという考えのバランスがある。今回の出会

いから、今後どのような学級づくりを行っていこう

と思うか。 

報告者 視野が広くなったと気付いた。自分の考え

方が柔らかくなった。今の子どもに合った指導が

一番だと思っているので、目の前の子どもたちを

見て学級づくりをしていきたいと思っている。今、

担当としてしずなとかかわっている。担任の目線と

また違って、しずなやまわりの子たちを見ることも

できている。 

協力者 報告者自身が自分自身の思いを語り、考

えを見つめ直し、それを受け入れながら取り組まれ

たこの経験は、報告者にとってもしずなさんにとっ

ても貴重な出会いとなったでのはないか。今後の

実践に生かしていきたい。 

 

 

―報告５―⑨ 

  なんで先生の言うとおりにせなあかんの 

（滋賀県人教） 

 ―主な質疑と意見― 

兵庫 A さんとのかかわりを通して先生の価値観

が大きく変わったが、そのきっかけとなることをも

う少し詳しく教えてほしい。また、今学校に通えて

いないという現状は、学校自身が A さんに合わな

い、学校自身を変えていかなければと考えられる

が、今後学校でこんなことをやってみようというこ

とがあれば教えてほしい。 

報告者 きっかけのひとつはタイトルにもある「な

んで先生の言うとおりにせなあかんの」という問い

に明確に答えられなかったこと。また、A さんとの

対話の中で、「学校は時が止まっている」という発

言があった。「ちょっと待って」という言葉や、みん

なが同時に同じことをしていることに違和感をも

っていた。現在行っているのは、子どもとルールを

相談しながら決めていくという実践をしている。そ

れが一番子どもたちにとって納得感があると思っ

ている。 

神奈川 A さんの３年生までの様子と交友関係に

ついて教えてほしい。 

報告者 今も A さんは「学校には行くべきだ」と思

っている。そう思うたびに朝、体調を崩すというこ

とがあり、それをがまんして取り組もうとしていた

けどやっぱりできないということがあった。また、A

さんには放課後一緒に遊ぶ友だちもいる。また、フ

リースクールでは４月は一人でタブレットをしてい

ることが多かったが、最近はドッジボールやおにご

っこなど、一人でできない遊びをしていると聞い

ている。 

大阪 学校に来られなくなった状況の時に、クラス

の子どもにどう話していたのか。 

報告者 A さん自身と相談しながら決めている。来

てない理由は言ってほしくないけど、どんなゲーム

をしているのは OK という感じ。 

兵庫 「学校は時が止まっている」という発言は、他

にもそう思っている子どもが多いのでは。この経

験を通して、教室の雰囲気がどう変わったのか教

えてほしい。 

報告者 ゴールは同じにして、そこまでの道のりは

それぞれでいいと考え方を変えた。子どもたちは

いろいろな学習方法を試す中で、自分に合った方

法を探して取り組んでいる。 

兵庫 「なんで先生の言うとおりにせなあかんの」

という言葉を、職員室に返ってから話したか。まわ

りの先生からどう言われたか。家庭訪問に行って

からの反応も含めて教えてほしい。 

報告者 最初は相談できなかった。一人で考えた。

家庭訪問の後はすぐに共有した。その後ケース会

議も行い、保護者や子どもの意向を汲み取り、対立

すべきではない、無理にひっぱってくる必要はな

いという意見があった。ただ、家庭訪問などつなが

りはもち続けようとなった。 



- 6 - 

 

大阪 全員一緒じゃなくてもいいとなった時の子

どもたちからの反応を教えてほしい。 

報告者 反応は三者三様であった。だんだんとまわ

りをみながらできるようになってきている。 

三重 A との出会いによって、先生自身が今、目の

前の子どもたちのこういう姿が見えるようになっ

たと言えるものは？その見えてきた課題に対して、

解決・解消するような実践があれば教えてほしい。 

報告者 徹底的に子どもと話してみることにした。

本人が声かけしてほしいタイミングで声かけをする

ようになった。分からないことや苦手なことも含め

て学校が認め合える、共有できる場所になってい

きたいので、帰りの会などで友だちから受けたう

れしいことなどを紹介するといった取組は行って

いる。 

神奈川 人とかかわることで、違う考え方・見方を

知って新しい発見があり、自分と出会い直すことに

つながると感じた。実践の中でゴールを設定して

自由進度で行うといった取組は、学校の中で広め

ているか。 

報告者 まだやり始めたばかりで共有まではでき

ていない。学年ではできている。 

兵庫 今、子どもたちやAさんにどのような願いを

こめられているのか。今、日本中で不登校が増えて

いるが、学校だからできる、学校でしかできない学

びを考えていかないと学校がある意味が難しくな

る。そのあたりをどのように考えているか。 

報告者 私が小学生の時、学校が楽しかった。心が

通じ合う瞬間が行事やイベントで生まれていたの

で、子どもたちもうれしく思ってくれるといい。伝

わらなくても、話し合えば分かり合えるという経験

を積み重ねてほしい。A さんに対しても同様で、友

だちと一緒にできた、まわりの子から得意なことを

すごいなと言われるようなことを学校で感じてほ

しいというのが本当のところ。 

大阪 かつて「今日も机にあの子がいない」と言わ

れたように、学校にだけ学びの場があった。そこに

来られないという差別の現実が見えて、やってこら

れた。しかし、今はいろんなところにいつでも学び

の場がある。不登校の理由は多様であるが、特にA

さんにかかわっては、学校の文化・慣習がこじらせ

てしまっていて学びを保障できていないと感じた。

学校にしかできない学びがあって、部落問題学習

をする時に A さんはいない。主体的な学びの場を

つくれていない。A さんの家に行って、「今、こうい

う学習をしていて」という話をするかしないかは大

きい。すでにしているのか、どのような考えか聞か

せてほしい。 

報告者 いろんな子どもたちの意見を汲み取るこ

とが大切。A さんもオンラインに誘ってみるなどの

工夫が必要。もし難しい場合は家庭訪問をして話

をする機会をつくりたい。 

大阪 まわりの子どもたちは、A さんに対してどう

とらえているのか。 

報告者 一緒に遊んだ子たちや A さんにクラスの

友だちに伝えてもいいか聞いて、いいと言ったら

クラスで話している。クラスの子どもの気持ちには、

これまで同じクラスだった子とそうでない子には

差がある。 

協力者 学校ができることは何か、個と集団をつな

ぐには、どうしなければならないのか。この後の総

括討論でも実践されていることがあれば紹介して

いただけたら。 

 

〇２日目の総括討論 

三重 現在特別支援学校に勤務している。自分を

語ると言っても、障害のある生徒の場合、いつも自

分の中にある気持ちを具現化することは難しい。

挑戦するなかで、ひとつは、つながることのメリッ

トを言わないといけないと感じている。実習に出て

いくと、思っていることが話せないことで、就労を

断られることもあり、つながることは社会に出てい

くことに必要だねと話した。もうひとつ、人権の授

業って言葉でのやりとりが多くなるが、視覚支援の

スライドを使って、自分の心の中には、こんな気持

ちがあるんだということをやっていた。その中で、

一人の生徒が自分のことを話したいと言った。自

分のつらい思いや悲しい思いを知ってほしい。それ

と同じように友だちのつらい思いや悲しい思いも

知って、友だちとの仲を深めたいと言った。まだや

っている途中であるが、特別な支援を要する生徒

に対しての支援も重要だと考え、自分の実践も含

めて話をした。 

兵庫 １年生で居心地のよさが感じられず、不登校

や行き渋りが増えている。学校で今、１年生がどう

いう状態で生活しているとか、こんな工夫があると

かがあれば聞かせてほしい。 

報告者（大阪） 環境の変化に少しずつ慣れていけ

るように時間を変更するなどの実践をしている。

気持ちを伝える時に言葉がたりない時もあるので、

表情も見ながらゆっくり伝えるようにした。家庭の

力も借りながら、一緒にやっていこうと取り組んで

きた。 

報告者（滋賀） 子どもたちが自分で気付いてやる

まで寄り添ってやってみる。やりたいことに沿って

ちょっとずつやっている。小学校の校内研修に、地

域の保育園や幼稚園の先生も一緒に入ってやって

いる。 

兵庫 今の学校のルールや仕組みは、子どもがと

いうより、大人が管理しやすい仕組みになっている。

子どもたちがどんなふうに育ってほしいのか、A さ

んが大人になったとき、学校でつながりながら学

んだりした経験が抜け落ちてしまったら、仲間に伝

えられていたらよかったと後悔してしまったら悲し

い。A さんの気持ちも大切だが、一緒に過ごしたい

という気持ちは私も共感できる。あきらめなくても

考え続けていけたらと思う。 

三重 学校でできることを改めて考えると、子ども

たちの可能性に気付かせ、伸ばして保障すること。

もうひとつ差別の連鎖を断ち切ることができるの
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は学校の役割だったり責任だったりすると思う。学

校に来づらい子どもに同和問題学習をどう保障し

ていくのかは重要な問題だと思う。もうひとつ、将

来と今、どっちも大事だし、そのバランス感覚が大

事。学校って２択になりがちだが、いつも２択じゃ

なく別の方法を考えることも価値がある。子どもた

ちの居場所、来ていないからと言って居場所がな

いわけではない。居場所をつくっていくことが大切。 

徳島 現在不登校は３５万人を超えていると言われ

ているが、校内の研修で校区内の小児科医に話し

てもらう機会があった。３５万人というのは３０日

以上欠席している子どもの数であって、実際に学

校に来づらい子どもはその３倍はいるだろうとの

話であった。自分らしくいられない、やっと見つけ

たのが家であった。保護者や子どもからは、問題は

先生であったり、授業が分からなかったりというこ

とが多いと話していただいた。まずは子どもが笑

顔で学校に楽しく来られる今の幸せを願ってほし

い。そのために、一人ひとりにもっと話しかけて声

を聴いてほしい、それだけでいいとおっしゃられた。

本日の報告でも子どもたちの話を聞き、具体的な

実践があった。先生が聞いてくれたということが、

学校に行ってがんばってみようという思いにつな

がったと思う。私の学校でも、教職員全員と声をか

けていこうと小さなことから始めている。 

鳥取 差別を生まないために、どんな取組をされて

いるのか教えてほしい。 

報告者（滋賀） ４年生は今、福祉の学習を年間通し

て行っている。２学期は実際に障害のある方に来

ていただき、体験などをした。３学期はそれぞれの

体験ブースを作り、全校児童を招待するという準

備をしている。 

報告者（大阪） 手話の学習や車いすの体験などを

取り組んでいる。小規模校で縦割り班活動も盛ん。

みんなが楽しめる活動を各班で考えてしている。 

報告者（大阪） 報告した学校だけではなく、市とし

てどの学校でも小中でカリキュラムとして取り組ん

でいる。 

香川 自分のクラスと重ね合わせて聞いていた。ど

んなふうに向き合ってあげたらいいか、何もでき

ていないなという無力感も感じながらいるが、そ

の子が毎日学校に来てよかったと思えるようにし

たいと改めて思った。放課後登校している子の思

いを聞く機会があった。やっぱり内に秘めている思

いはあって、「制服を着たくない」や「一斉授業を受

けたくない」といった思いがあり、学校のシステム

を考え直さないといけない、その子にとってよりよ

い場所になるように考えていかなればと思った。

暗い場所に教職員が立てているかという話を以前

聞き、心に留めている。しんどさや困っている思い

をかかえている子がちゃんと見えているか、考えら

れているか、改めて自分の見方や権利について考

えるきっかけになったので、早く子どもたちに会い

たいと思うと同時に、もっと考え直すところが自分

にもあるなと思った。 

熊本 報告を聞いて、知ることが大事だと学んだ。

子どもが差別してしまうのは、子どものせいでもな

いし、そういう環境をつくっているのは誰かを私た

ちはこうして考えて、子どもたちに返すということ

をやっている。まわりの環境が空気のように差別

心をすりこんでいっているのではないか。だからこ

そ、子どもたちの中から出てきた言葉に、教職員が

気付けるかどうか、人権感覚の豊かさを育成して

いくことが大切と感じた。子どもに対する姿勢や取

り巻く環境を見つめ直していきたい。 

山口 それぞれの報告から、中間に立っていること

が勉強になった。子どもと子ども、子どもと施設、

子どもと保護者、子どもと先生の求めるものなど、

中間に立つ人と書いて仲間という。これからも立

ち位置を大事にしている人がいることは、社会に

出る子どもたちにとって大切であると感じた。 

大阪 最近の心ない動画や書き込みは、本校の校

区にも関係していることもあるが、「そんなんちゃ

うし」と悔しい思いもしている。怖いのは、何も知ら

ない子どもは、その情報を鵜呑みにして、加害者に

も被害者にもなりうる。そうならないように職員間

で話し合っている。人権・部落問題学習を子どもの

姿から行っていくことが必要と思っている。個人的

には、市全体でできているかはまだあやしいところ

はあるが、自分の幼少期を考えた時に、人権学習

を積み上げているかと言われたら、できておらず

知らず知らずのうちに人を傷つけてしまっている

かもしれない。だからこそ、全国の人が学ぼうとし

ているこの空間がすばらしいし、学んだことを持ち

帰って、責任をもって今すぐにでも広めていきた

いと思う。 

三重 自分は初任者で分からないまま実践してい

る。全部で１００人くらいの中学校。なかなか安心し

て話せる空間が難しく、いろんな活動ができたか

なという反省があるので、来年からがんばりたい。 

三重 報告を聞いて、価値観を壊していって更新し

ていくことが大切だと感じた。私も自分の価値観

が壊された経験があった。特別支援学校では、こだ

わりの強い子もたくさんいて、私も「それでもいい

やん」と思うようになった。時には型にはめられる

かなと悩んでいたこともあったが、その子をどう受

け入れていくか、自分がどう変わっていくかが大

事だと思った。 

三重 今まで出会った子の顔を思い浮かべながら

報告を聞いた。私もこうあるべきだという気持ち

が強い方だが、それで型にはめることで子どもた

ちもしんどかっただろうなという出会いもたくさ

んあった。この報告で語りつくせない葛藤もたくさ

んあっただろうなと思いながら聞いていた。また、

かかわった子どもたちが来られなくなったことの

ネガティブさ、異動になって見守っていたのではな

く、置いてきてしまったという後悔もある。子ども

にとって先生がみてくれているという安心感があ

ったとういことを実践された報告であった。私も明

日からまたがんばろうと思った。 
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兵庫 実践を聞いて、「幸せって何だろう」と考えた。

うちのクラスのＡはキャリアパスポートに「何で学

校行かなあかんねん」と書いていたが、今は「学校

って別に悪いところじゃない」と書いている。その

子にとって幸せって何だろうなと考えたとき、その

子の存在がみんなにとっていい影響を与えている

んだよということを伝えていきたいと決めた。つな

がっておく、聴くこと、はなれているけどそういう

大人、教師がいるよということが大事。また明日か

ら A とつながっていきたいと思う。この場所、この

熱量、同じ方向に向かって考えているこの場所に

いれることが私は幸せです。 

兵庫 うちの市では、今度の春に「学びの多様化学

校」が作られる。学びの多様化学校ができたからと

言って、不登校問題は解決しないと教育委員会に

言っている。地域の学校こそが変わらないと子ど

もたちは救われない。皆さん方でまた考えていた

だけたらと話をした。今回、皆さんのレポートでは、

子どもや保護者と話をし、信頼関係がないと進ま

なかったと思う。その証がこの冊子だと思って読ま

せていただいた。 

大阪 特に今日の２本のレポートを聞いていて、学

校教育の在り方が問われているとひしひしと感じ

た。今は、重心みたいなものが教職員に寄っている、

もっと子どもの方に寄せていく必要があると感じ

ている。しかし、そうしようと思っても、教職員の数

に対して、業務の量が多すぎる。また、安全を確保

するために、管理しやすい環境をつくることが大事

だという意見もある。そのような中で、人権学習の

時間をとることになかなか踏み込めないという先

生もいる。同和教育を進めていくことと私たちの

労働環境は密接にかかわっていると思っている。

子どもも大人も主体的に学ぼうとするなら、気に

なるその子の家に行きやすい気持ちのゆとりがほ

しい。人権学習よりも教科学習を優先しようという

先生に対して、せめてどうしようかと考えている。

人権を教科化するという案はどうか。表に見える

現象だけで決めつけるとよくない。その言動の裏

側、向こう側にある要因を見ようとする行為も大

事だが、見えた時に差別の実態が広がっているこ

ともある。それを見た時にはじめて子どもと向き

合うことになる。そばにいる、横で寄り添うでは向

き合うことにならない。できるだけ正面で向き合う

ことが差別をなくしていくことにつながるのでは

ないか。しかし、子どもたちは様々なボールを投げ

てくる。それを受け止められるよう、いろんな先生

がいろんんなミットをもって、一緒に球を受けたい

と思う。昨日・今日と子どもをつなぐことの話が出

たが、同僚とのなかまづくりも大切だと改めて感じ

た。 

三重 いくつか質問をする中で、改めてこのように

対話をすることが大事だと感じた。と同時に、子ど

も、保護者、地域の人と対話できていたかと思った。

以前、ある地区の保護者から、「うちの子には立場

を伝えたくない」と聞いた。その後、その方の叔母

にあたる方と話をした時、「実は先生のこと、待っ

てたんやで」と言われた。その時、「この子には、こ

んな力をつけたいんや」と返せていたか。返せてい

なかった自分自身を振り返った。様々な人とやりと

りをして、本気の営みを行っていくことが大事だと

改めて感じた。 

大阪 この分科会に参加して、今かかわっている A

と重ね合わせて聞いた。A は「お母さんにほめられ

たい」と言っていたことが記憶に残っている。A の

母も祖母に育てられ、子育てのロールモデルがな

いまま育ち、A もヤングケアラーであった。結局 A

は転校した。他の先生に聞くと、「それは部落差別

だ」と教えてもらった。それからたくさんの出会い

の中で、プラスの出会いをさせたいと思うように

なった。地域とつながる中で、子どもたちどうしが

つながるような学習をしていきたい。 

 

〇報告者の感想 

高知 就学を見据えた中での保育について改めて

考えた。子どもたちの将来や人生を考えたかかわ

りの大切さを学ぶことができた。子どもの興味・関

心からつながりも生まれる環境をつくっていきた

い。 

愛媛 実践や今までの話を聞いていて、人とかか

わる力をつけることが、差別の場面に会ったとき

に、スルーするのではなく、気付ける子になってい

くのだと思った。差別や間違った発言に気付ける

子どもたちになってほしい。みなさんの報告から熱

意とつながっていることを感じた。 

大阪 この場での出会いが貴重な時間となった。こ

れまで自分も押し付けているところがあったので

はないか、もっと話を聞いてぶつかっていきなが

らもう一度がんばっていきたいという力をもらっ

た。中学校として、これまで積み上げてくれたもの

をさらに積み上げ、卒業していくことが必要だと感

じた。自分自身ももう一度学び直せた。 

大阪 一言で言うと、すごく力をいただいた。この

報告の準備をする中で、そうやな、しずなってこう

いうところあるな、しんどい時でもがんばってるや

んと改めて気付けた。明日につながる力をいただ

いた。質疑応答の中で、自分のめざす子ども像も

変わっていっていると気付けた。温かい空気です

ごく幸せな空間でした。 

滋賀 発表前はどきどきしていたが、いろんな都道

府県でみなさんも悩みをもたれているという話も

聞き、勇気をいただいた。明日からまた子どもたち

と安心して向き合うことができる。考慮・思慮・配

慮の力を伸ばしていきたい。 

 

〇２日目のまとめ 

大阪市からは、「『こうあるべき』から『これもい

いやん』への変換～しずなとの出会いを通して～」

という報告をしていただいた。厳しい暮らしの背景

をもつしずなさん。母親やおとなの愛情を求め、不

安定で荒れるしずなさんに、「こうあるべきだ」と話
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すのではなく、しずなさんのことを大切に思う気持

ちを伝えた報告者は、初めてしずなさんと向き合

うことになる。報告者が一人ひとりに向き合い、寄

り添うことで、しずなさんも周りの子どもたちもお

互いを大切にし始めた。討論では、「こうあるべき」

という学校文化や教職員の価値観の問い直しや変

容の必要性についてご意見をいただいた。報告者

の価値観だけでなく、生き方の変容が、しずなさん

や周りの子どもたちの変容につながったことも確

認された。私たちが「こうあるべき」という価値観

を問い直すことは、子どもたちのほんの少しの頑

張りや成長を認めることだけではなく、何が苦手

なのか、しんどいことは何か、子どもたちの差別の

現実を見取り、苦手さや弱さも丸ごと受け止め、一

緒に考えていく実践者へと変容していくことでは

ないだろうか。またそのような変容は、子どもたち

との出会いや人とのつながりの中で起こる。だか

らこそ私たちは、子どもたちの事実と向き合いより

添っていくことが大切なのではないだろうか。 

滋賀県からは、「何で先生の言うとおりにせなあ

かんの？」という報告をしていただいた。Ａさんの

「何で先生の言うとおりにせなあかんの？」という

発言が、報告者のこれまでの教育観を覆した。学校

に来なくなった A さんに、「『みんなと一緒』のどこ

がＡさんを苦しめたのか」と、報告者の「使命感」が

行き場のない無力感に変わっていった。家庭訪問

で、「ただ純粋に、『今のＡさん』のことを知ることか

ら始めてみよう」という報告者の変容が、報告者の

見る世界を変えていった。A さんの姿を見て、一人

ひとりの興味やペースに寄り添う学びのスタイル

へと変換させていかれた。ただ一方で、報告者は

学校の意義や教師の役割についても問われていっ

た。 

討論でも、学校文化の問い直しや、「学校ででき

ること、学校にしかできないことは何か」というこ

とについてたくさんのご意見をいただいた。自由

進度学習についてのご意見もあった。どのような

学び方をするにしても、私たちは「豊かな学び」の

中身を問いたいと思う。また、不登校が、共に学び

合う機会や人権学習の機会、仲間づくりの機会を

奪っていると考えたとき、仲間のつながりの中でこ

そ共に育つこと、違いがあるからこそそれらを認め

合うことができる学校の意義を、改めて考えてい

きたいと思う。 

この２日間、この会場でたくさんの出会いや多く

の学びがあった。熱い思いやあたたかいぬくもり

も感じることができた。また、鋭い指摘も受けた。

すばらしい分散会討論をつくり上げてくださった

報告者の皆さん、参加されたすべての皆さんに感

謝したい。第７７回全人教大会は、埼玉県を中心と

した関東ブロックで開催される。確かな実践、豊か

な取り組みを積み上げ、事実と実践をお互いに持

ち寄って、再びお会いすることを願い、実践報告協

力者のまとめとする。 

 


